
吉賀町の人口・世帯数
（平成 30 年 6 月 1 日現在）

 人　口　6,309 人　（- 2）
 　男　　2,998 人　（+ 2）
 　女　　3,311 人　（- 4）
 世帯数　3,218 世帯(+ 1）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１８年（平成３０年）
７月号・№１５３

七日市小学校

蔵木小学校柿木小学校

朝倉小学校 六日市小学校

新１年生集合
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風水害から命を守るために

災害等で助かる方の割合は、

「 自助７割： 共助３割 ： 公助１割 」

　普段から風水害に備えて、土砂崩れが起きそうな場所や避難場所を確認しておきましょ

う！また、吉賀町が避難勧告などを発令した場合、指定の避難所を開設しますので防災無線

などの避難情報に注意しましょう。

問い合わせ先

益田広域消防署　六日市分遣所☎７７‐０１６２　柿木分遣所☎７９‐２２０１

自助
＝　自分自身、家族 　　　 

「自らの命は自ら守る」

共助
＝　隣近所・自主防災会 　

「みんなの地域はみんな

で守る」

公助
＝　公共（自衛隊・県・

市町村・警察・消防など）
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お知らせ

リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日時 教室内容 定員

7 月 14 日（土）

ガラスヒュージョン

（ガラスの破片を使用してペンダント・ブローチ・

置物など作成します。）

裂き織り・毛糸織り

（古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンタ―

などを作成します。）

いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房にて用意しています。）

１～７名

7 月 21 日（土）

7 月 28 日（土）

8 月 4 日（土）

8 月 18 日（土）

8 月 25 日（土）

9 月 8 日（土）

9 月 15 日（土）

9 月 22 日（土）

いずれも９～１２時

　６月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先

小さなお子さんは上履きをご持参ください。

からのお知らせ

　「石見産業支援センター（いわみぷらっと）」は、石見

地方の地域づくり活動や定住促進、企業支援、産業支援

などの相談にワンストップ体制でお応えします。

■頑張る県内企業を応援します
（公財）しまね産業振興財団　石見事務所

　　☎ 0855-24-9301　FAX0855-22-0577

■島根県への定住の総合窓口
（公財）ふるさと島根定住財団　石見事務所

　　☎ 0855-25-1600　FAX0855-25-1630

　　ジョブカフェしまね浜田ブランチ

　　☎ 0120-45-4970

■商工会は地域の身近な経営相談窓口
島根県商工会連合会　石見事務所

　　☎ 0855-22-3590　FAX0855-22-3534
島根県浜田市相生町 1391-8 シティパルク浜田 2階

いわみぷらっと 検　索
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お知らせ

吉賀町上下水道コラム

吉賀町水道事業からのお知らせ

給水装置の管理について

　道路などに埋められた太い水道管を配水管といいます。この配水管から分岐して各家庭まで引き

込まれた分水栓（配水管から給水管を取り出すときの器具）、給水管、止水栓（給水を停止したり

するときに用いる器具）、水道メーター（使用水量を計測する器具）、給湯器、蛇口などの給水用具

を総称して「給水装置」と呼びます。

給水装置ってなに？

　給水装置はお客様の負担で設置していただきますので、お客様の所有物となります。ただし、水

道メーターは吉賀町の所有物でお客様が水の使用を開始される際に貸与します。

給水装置は誰のもの？

　給水装置はお客様の財産（水道メーターのみ吉賀町の財産）ですので、お客様に管理していただ

きます。そのため、新設、改造、修繕などの工事費はお客様のご負担となります。ただし、吉賀町

水道事業の維持管理上、配水管から水道メーターまでの漏水修理は吉賀町建設水道課が行います。

※劣化などによる自然漏水以外は原因者の負担となりますので、ご注意ください。

給水装置の管理区分

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６-７９-２２１２
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吉賀町上下水道コラム

お知らせ

吉賀町における汚水処理について

　現在吉賀町におきまして、六日市・七日市地区の公共下水道、初見新田、柿木地区の農業集落排

水が整備されております。下水道法では供用開始後３年以内に公共下水道に接続することが定めら

れています。下水道処理区域内の方でまだ下水道に接続されていない方は接続をお願いいたします。

問い合わせ先

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６-７９-２２１２

　皆さんのご家庭から排出される汚水をキレイにして

いる六日市浄化センターには、本来流してはいけない

六日市・七日市の汚水処理を行っている六日市浄化センター

★異物をトイレに流していませんか？

ものも流れてきます。こ

のような異物は浄化セン

ター内の施設やマンホー

ルポンプの故障に繋がる

恐れがあります。絶対に

流さないようご協力をお

願いいたします！！

公共下水・農業集落排水の区域内の方

　吉賀町では、汚水処理区域外にお住まいの方に対して、合併浄化槽設置費・合併浄化槽維持管理

費の補助を行っております。吉賀町における、生活環境の向上や河川の水質保全の為、下水道への

接続や浄化槽設置にご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

区域外の方

サマージャンボの販売が始まります

　サマージャンボ宝くじ及びサマージャンボミニが７月９日（月）から８月３日（金）の期間に発売

されます。この宝くじの収益金は各県ごとの販売実績等に基づいて配分され、市町村の明るく住みよ

販売期間：７月９日（月）～８月３日（金）

販売場所：吉賀町柿木村柿木 500-1

　　　　　道の駅かきのきむら

公益財団法人島根県市町村振興協会

いまちづくりに使われます。ぜひ吉賀町内の

宝くじ売場でお買い求めください。

六日市浄化センターに流れてきたもの（歯ブ

ラシ・Ｓ字フック・髭剃り・ボールペン・ペッ

トボトルのキャップ・入れ歯・医薬品など）
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お知らせ

消費者コーナー

ます。 

●健康食品を摂取して、倦怠感、食欲不振、

発熱、黄だん、発疹、吐き気・おう吐、かゆ

み等の症状が続く場合は摂取をやめ、速やか

に医療機関を受診しましょう。 

●受診する際は、健康食品やそのパッケージ

を持参し、医師へ正確に情報を伝えましょう。 

●健康食品は、あくまで補助的なものです。

安易に健康食品で栄養の偏りや生活の乱れを

解決しようとせず、まずは日頃の食事、運動、

栄養に気を配りましょう。

消費生活相談窓口：消費者ホットライン 188　お近くの消費生活相談窓口につながります。

島根県消費者センター　Tel:0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 　E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　0856-23-3657　役場税務住民課 　　　77-1113

発行：独立行政法人国民生活センター　本文イラスト：黒崎玄

●健康食品の摂取により、ま

れに薬物性肝障害を発症する

ことがあり、重症化するケー

スも報告されています。多く

は自身の体質によるもので、

誰でも発症する可能性があり

島根ふるさとフェア２０１９　出店者募集

　平成３１年１月に広島市で「島根県ふるさとフェア」が開催されます。これは、島根各

地の特産品を展示・販売し県内への誘客・交流・ＰＲを図るイベントです。

日時：平成３１年１月１９日（土）・２０日（日）

　　　両日とも　１０：００～１７：００予定

場所：広島県立総合体育館、ハノーバー庭園予定

〆切：７月２３日（月）

問い合わせ：吉賀町役場企画課　７７－１４３７ フェア出店の様子

　出店を希望される方は期日までに企画課までお問い

合わせください。
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グラントワ
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子
育
て
世
代

　
　
　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　

ぴ
よ
ぴ
よ
便
り

　

大
人
が
あ
き
ら
め
た
ら
、
子
ど
も
が
だ

め
に
な
る
と
知
っ
て
、
人
と
関
わ
る
活
動
、

実
際
の
空
間
を
使
っ
た
健
康
・
体
力
づ
く

り
に
寄
与
す
る
「
か
ら
だ
動
か
し
」
や
「
運

動
遊
び
」
の
よ
さ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
知

ら
せ
て
、
感
動
体
験
を
持
た
せ
て
い
く
活

動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
、
う
ん
ち

を
だ
し
て
す
っ
き
り
し
て
か
ら
家
を
送
り

出
し
た
い
。
運
動
は
、
午
後
４
時
前
後
の

放
課
後
の
時
間
帯
が
最
も
動
き
や
す
い
時

間
帯
で
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
、
日

中
に
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
心

地
よ
い
疲
れ
を
誘
発
さ
せ
、
調
理
時
間
の

短
縮
や
買
い
物
の
効
率
化
を
工
夫
し
、
夕

食
を
な
る
べ
く
早
く
取
り
、
テ
レ
ビ
、
ビ

デ
オ
の
視
聴
時
間
を
短
く
し
て
、
だ
ら
だ

ら
と
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
を
見
せ

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
す
。

楽
し
い
子
育
て

子
ど
も
が
危
な
い
！

（3）

り
ま
し
た
。

　

ぴ
よ
ぴ
よ
で
は
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
に
携
わ
る
全
て
の
大
人
を
、
こ
の

社
会
の
尊
い
宝
物
と
と
ら
え
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
世
代
へ
の
親
子
支
援
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
者
支
援
、
広
報
活
動
、
地
域

連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
社
会

の
楽
し
み
と
な
る
よ
う
に
、
乳
幼
児
健
診

時
に
『
わ
が
子
発
見
ノ
ー
ト
』
を
作
成
し

て
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
４
月
の
乳
幼
児

健
診
よ
り
配
布
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、

わ
が
子
の
発
見
に
ご
興
味
が
あ
る
方
に
は

乳
幼
児
健
診
を
待
た
ず
に
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
ぴ
よ
ぴ
よ
ま
で
、
お
電
話
や
メ
ー

ル
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
問
題
の
改
善
に
は
、
大
人

た
ち
が
も
っ
と
真
剣
に
「
乳
幼
児
期
か
ら

の
子
ど
も
本
来
の
生
活
」
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
幼
少
期
よ
り
「
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、

ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
等
の
面
白
さ
」
に
負
け

な
い
「
人
と
関
わ
る
運
動
遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
」
を
、
子
ど
も
た
ち
に
し
っ

か
り
と
味
あ
わ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
吉
賀

　
　

＆
ぴ
よ
ぴ
よ
コ
ラ
ボ

　
　
　
　

５
・
６
・
７
月
号

た
、
小
学
校
低

学
年
は
、
午
後

９
時
ま
で
に
、

小
学
校
高
学
年

で
も
、
午
後
９

時
半
ま
で
に
就

寝

さ

せ

る

な

ど
、
生
活
習
慣

　

ぴ
よ
ぴ
よ
で
は
開
設
以
来
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
が
幸
せ

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
子
ど
も

た
ち
が
す
く
す
く
育
つ
の
か
、
美
し
い
人

格
を
基
礎
と
し
て
さ
ら
に
そ
の
中
に
自
由

自
在
に
考
え
、
実
行
す
る
力
を
宿
せ
る
か

に
つ
い
て
、
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
美
し
い
笑
顔
を
見
る
に

つ
け
、
生
れ
落
ち
た
そ
の
瞬
間
に
も
、
子

ど
も
自
身
の
生
命
の
中
に
、
あ
ら
ゆ
る
良

い
も
の
が
宿
っ
て
い
る
と
考
え
る
以
外
に

説
明
で
き
な
い
も
の
だ
と
思
い
至
り
ま

す
。

　

子
ど
も
自
身
が
自
身
の
中
に
、
強
く
賢

い
力
を
授
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
る
と
き
で
も
、
幼
児

が
意
味
も
無
く
歩
き
回
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
と
き
で
も
、
彼
ら
の
中
の
い
の
ち

の
尊
さ
を
発
見
し
て
ほ
し
い
、
知
っ
て
ほ

し
い
、
喜
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
よ
う
に
な

を
整
え
て
園
や
学
校
、
地
域
で
時
が
経
つ

の
を
忘
れ
て
遊
び
に
熱
中
で
き
る
環
境
を

保
障
し
て
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
の
で
す
。

（1）
発
見
ノ
ー
ト
の
配
布
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
始
し
ま
し
た

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
れ
て
い
な
い

場
所
の
ひ
と
つ
に
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

保
育
は
利
用
し
て
い
る
本
人
が
幼
す
ぎ
て

（2）
保
育
っ
て
な
ぁ
に
？

　
　
　
　
　
　

保
育
所
っ
て
な
ぁ
に
？

①テレビに子どものお守りをさせない

②なんとなく、

　テレビをつける生活をやめる

③見る番組を決め、

　終わったらスイッチを切る

④食事中はテレビを消す

⑤起床時や帰宅時はテレビが

　ついていないようにする

⑥外遊びに誘う

⑦暴力番組や、光や音の刺激の

　強いものは避け、内容を選ぶ
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子育て世代包括支援センター
ぴよぴよ便り

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム

　

ぴ
よ
ぴ
よ
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
行

事
、
取
り
組
み
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
相
談
や
質
問
も
含
め
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
よ

ぴ
よ
（
吉
賀
町
役
場
保
健
福
祉
課
内
）

M
a
i
l

：k
o
s
o
d
a
t
e
@
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p
  

☎ 

７
７
‐
１
１
６
５ 

担
当
者
：
森
田

『
子
ど
も
・
子
育
て
ア
ル
バ
ム
』
と
、

　
　
　
　
　
　

『
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』

保
育
の
深
い
内
容
を
語
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ま
た
結
果
は
、
子
ど
も
が
成
人
し
て

か
ら
し
か
出
せ
な
い
も
の
な
の
で
、
そ
の

頃
に
は
保
育
所
と
関
連
性
が
あ
る
の
か
無

い
の
か
す
ら
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

結
果
保
育
を
評
価
し
に
く
い
こ
と
が
、
保

育
・
保
育
所
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら

な
い
こ
と
の
原
因
で
あ
り
、
あ
る
意
味
仕

方
が
無
い
こ
と
だ
と
も
言
え
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究

に
任
せ
る
と
し
て
、
現
在
の
子
育
て
支
援

を
語
る
上
で
、
保
育
、
保
育
所
の
内
容
や

役
割
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
な
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

保
育
所
は
、
長
い
人
生
の
最
初
の
時
期

に
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
場
所
で
す
。
大

人
の
関
わ
り
は
と
て
も
重
要
で
す
の
で
、

保
育
士
は
プ
ロ
と
し
て
愛
情
を
持
っ
て
養

護
し
、
適
切
な
援
助
で
教
育
を
行
う
こ
と

で
、
人
間
の
心
と
頭
と
体
を
育
て
て
い
ま

す
。

　

次
号
よ
り
楽
し
い
子
育
て
の
コ
ー
ナ
ー

内
に
、
法
令
を
含
め
保
育
と
保
育
所
に
つ

い
て
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

『お砂場で遊ぼう』（七光放課後児童クラブ）

『絵本の読み聞かせ会・絵本の力～お気に入りの
一冊を見つけよう』（町立図書館＆子育てサロン）

『おめでとう！』
（六日市放課後児童クラブ）

『ゆらら温泉プールで体育教室』（七光保育所）

『鮎の放流』（朝倉保育所）

『田んぼで遊ぼう！』（かきのき保育所）

『今日は健診』（双葉保育所）

『みたい号がきた！』（木部谷保育所）

『おやつの時間』（七日市子育てサロンさくらんぼ）
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第２次

いきいき２１吉賀町健康づくり計画

現状（平成 24 年） 目標

平均寿命 男 81.07 歳　女 87.82 歳
延伸

65 歳時平均自立期間 男 17.98 年　女 22.23 年

計画の基本的な考え方

誰もがこころ豊かに安心して安全に暮らせる町づくりをめざします。

住民が「主役で生涯現役」のいきいきとした町づくりをめざします。

基本理念

健康で長生きのまちづくり

健康寿命・平均自立期間の延伸基本目標

①働きざかりのがん死亡を減らします。

②糖尿病の有病率を減らします。

③脳血管疾患の発症・死亡を減らします。

④自死による死亡を減らします。

⑤介護を要する高齢者の割合を減らします。

⑥働きざかりの心臓病による死亡０を維持します。

⑦自分の歯を残すようにします。

⑧最大血圧の低下をめざします。

健
康
目
標

平成３０年度から

３９年度までの

１０年とし、平成

３４年度に中間評

価及び見直しを行

います。

計
画
の
期
間

①住民主体の地区ごとの健康づくり活動の推進

　地域支え合い会議など既存の地域協議体と連携しながら、公民館単位の地域推進体制の整備

を進めます。

②ライフステージに応じた心と身体の健康づくりの推進

　乳幼児期から思春期世代は、母子保健分野や保育所、学校、子育て世代包括支援センター‘ぴ

よぴよ’等との連携により支援を継続します。青年期壮年期は家庭や地域の大黒柱の世代であ

り、子育て世代でもあることから、職域団体との連携により児童虐待防止やうつ病予防等を念

頭においたこころの健康づくりを推進します。

　高齢期は、寝たきり・認知症等の介護予防の推進が必要不可欠で健康づくりと介護予防の一

体的な推進を図ります。また認知症など介護が必要になっても地域で生活ができるように、支

え合いと交流による地域包括ケア支援体制づくりを推進します。

③生活習慣病等の早期発見、合併症と重症化防止

　がんや糖尿病、脳血管疾患などの生活習慣病や合併症の発症予防と早期発見の強化に努め、

さらに血液透析が必要になる腎臓病発症等の重症化防止に努めます。

④健康づくりを推進する関係団体と連携のとれた効果的な活動の推進

　１次計画の取り組みで積み上げた、関係機関や団体組織の連携による健康づくりを支援する

整備環境を堅持して、未整備の環境づくりを推進します。

　町の豊かな自然や食材の活用の啓発を通じて、病気にならないこころとからだづくりを食育

計画との連動で推進します。

推進の柱
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いきいき２１吉賀町健康づくり計画

評価指標 現状値 目標値

毎日朝ごはんを食べる
小中学生 97％

20 代男性 66.7％　女性 87.5％
100％

毎日歯みがきをする
1・6 歳児 97.8％　3 歳児 100％

大人男性 90.1％　女性 95.0％
100％

毎日たばこを吸う 男性 25.6％　女性 3.4％ 男性 20％　女性 0％

9 時までに寝る子ども
1・6 歳児 82.6％

3 歳児 48.7％

1・6 歳児 100％

3 歳児 75％

睡眠が十分とれる
20 歳代 21.4％　30 歳代 17.1％

40 歳代 28％
50％

歩くことを心がける 男性 42.4％　女性 42.9％ 男性 55％　女性 59％

趣味を楽しむ 34.5％ 40％

行動目標の主な評価指標

吉賀町健康づくり推進体制

＜事務局＞

吉賀町

保健福祉課

柿木地域振興室

教育委員会

産業課

企画課

益田保健所

行　政
－代表者会－

地域代表　医療機関代表　部会代表

吉賀町健康づくり推進協議会

公
民
館

自
治
会

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

連
合
婦
人
会

柿
木
歩
こ
う
会

保
育
所

小
中
学
校
校
長
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会

保
育
所

医
療
機
関

津
和
野
警
察
署
駐
在

民
生
児
童
委
員
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会

商
工
会

商
工
会
事
務
局

Ｊ
Ａ
女
性
部
会

食生活・歯科部会
酒・たばこ・

こころの部会

運動・いきがい

部会

手づくり自治区柿木村

七日市

朝倉

六日市まめな会蔵木

地域に暮らす住民
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保健福祉だより

食育コーナー　育成教室参加者募集

内　　　容 講　　　　師

第１回

　　８月末ごろ

開校式

健康づくり総論

食改の役割と地区組織活動

食品衛生と食環境保全

保健所長

保健所管理栄養士

保健所食品衛生担当者

第 2 回

　　９月

国民の健康と生活習慣病予防　

健康日本２１
保健所管理栄養士

第 3 回

　　１０月

栄養の基礎知識①

　バランスの取れた食事

　献立の立て方

管理栄養士

町保健師

第 4 回

　　１１月

調理実習①

食育について

　食事バランスガイド

　年代別の食育

管理栄養士

第 5 回

　　１２月

調理実習②

栄養の基礎知識②

身体活動、運動について

管理栄養士

健康運動指導士

第 6 回

　　１月

吉賀町の健康状況について

健康よしか 21 について

閉校式・修了書

町保健師

管理栄養士

問い合わせ先：柿木地域振興室☎ 79-2211　保健師　板垣宏美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 栄養士　松原佐也加

　吉賀町食生活改善推進員（食改さん）の仲間になって、一緒に楽しく活動しませ

んか？

　生活改善推進員は“私達の健康は私達の手で”をスローガンに、食を通した健康

づくりのボランティアとして活動をすすめています。地域住民に対して生涯を通じ

た食育の推進、健康づくりの担い手として活動しています。

　年齢・性別は問いません。まず自分の家庭から、そして地域へ健康の輪を広げま

しょう！！

※「食生活改善推進員教育テキスト」を用いて行い、今回は２０名募集です。

　教室修了者には、町長より修了証が授与され、推進員の仲間になります。

　この教室は、一般公開や現推進員さんの再教育等、合同開催もあります。

　参加料は不要ですが、調理実習時は、材料費として、３００円徴収します。

※詳しい日程につきましては、お申込み後にお知らせします。

申込み締め切り　７月２７日まで
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当
町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と

に
、
い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
を

支
え
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
全
て
の
子
供
達
を
対

象
に
「
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
推
進
組
織
は
、
各
公
民
館
単
位
で

設
置
し
た
地
域
会
議
で
す
。

　

今
回
は
、
蔵
木
地
区
地
域
会
議
で
の

活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
な
く
て
残
念
で
す
が
、
「
蔵
木
♪

蔵
木
♪
蔵
木
♪
」
、
私
は
、
Ｃ
Ｄ
か
ら

流
れ
る
こ
の
一
節
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
ご
承
知
「
蔵
木

音
頭
」
の
最
後
の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
当

地
区
で
は
、
数
年
前
か
ら
住
民
の
皆
様

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

の
手
作
り
に
よ
る
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
活
性
化
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
保
育
所
、
学

校
、
公
民
館
、
自
治
会
な
ど
ま
さ
に
オ
ー

ル
蔵
木
で
手
掛
け
ら
れ
た
作
品
「
蔵
木

音
頭
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
地

区
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
地

区
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

私
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
は
、

「
一
体
感
の
醸
成
を
果
た
し
て
ま
ち
を

一
つ
に
」
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
実
現

の
た
め
に
は
、
公
民
館
毎
に
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
地
域
が
元
気
に

な
り
、
結
果
と
し
て
町
全
体
を
活
性
化

さ
せ
る
機
運
で
一
つ
に
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
も
今
進
め
て
い
る
こ
の

事
業
は
、
私
の
目
指
す
べ
き
姿
そ
の
も

の
で
あ
り
、
引
き
続
き
地
域
ぐ
る
み
で

子
供
達
の
育
ち
を
支
え
る
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
地
域
力
」
と
は
、
そ
も

そ
も
阪
神
淡
路
大
震
災
の
発
生
に
際

し
、
災
害
に
強
い
地
域
を
形
成
す
る
上

で
の
原
動
力
と
し
て
、
神
戸
市
在
住
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
ナ
ー
宮
西
悠
司
氏

Vol.5

岩本一巳

地
域
力
と
は
？

完成した蔵木音頭のＣＤ

に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
概
念
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
し
て
氏
は
、
「
地
域
力
は
、

地
域
資
源
の
蓄
積
力
、
地
域
の
自
治
力
、

地
域
へ
の
関
心
力
に
よ
り
培
わ
れ
た
も

の
」
と
解
い
て
い
ま
す
。
現
在
「
地
域

力
」
の
定
義
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、

私
は
「
地
域
の
潜
在
力
で
あ
り
総
合
力

で
あ
る
」
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
町
の
「
地
域
力
」
を
上
げ
て
い

く
た
め
に
も
「
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
の
歩
み
を
止
め
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

保健福祉だより

健康コーナー がん検診を受けましょう

　　～なぜ毎年受けたほうがいいの？～

　今や日本人の「2人に 1人」ががんになり、「3人に 1人」ががんで亡くなると言われています。

　１つのがん細胞が検査で発見できるほどの大きさ（約１センチくらい）のがんになるまでには、

１０年から２０年くらいの長い時間がかかります。しかし、１センチのがんが 2 センチになるには、

１年半くらいしかかかりません。したがって、早期がんのうちに発見できる時間は、１～２年という

ことになります。

　早期がんの段階で発見し治療できれば、大部分が完治するといわれています。早期に発見するのが

検診の役割りです。症状がないうちに、定期的に検診を受けることが大切です。

４０歳（子宮頸がんは２０歳）になったら、年に１回、がん検診を受けましょう。
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

５
月
16
日
に
今
年
度
入
学
し
て
き
た
１

年
生
の
吉
賀
町
内
で
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
「
サ
ク
ラ
マ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
の
顔
合
わ
せ
会
を
七
日

市
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
吉
賀
高
校
に
入
学
し
た
町
外
・

県
外
生
徒
は
16
名
、
そ
の
生
徒
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
17
組
に

な
り
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
も
町
内

で　

37
組
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
１
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。
生
徒
も
自
分
の

新
一
年
生
＆
サ
ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

顔
合
わ
せ
会
開
催
！

　

５
月
26
日
・
27
日
に
「
よ
し
か
み
ら
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
に
お
い
て
平
成
30
年
度
の

高
校
総
体
サ
ッ
カ
ー
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

「よ
し
か
み
ら
い
」
で
高
校
総
体
開
催
！

フ
ァ
ミ
リ
ー

が
ど
の
方
に

な
る
の
か
不

安
な
気
持
ち

も
あ
っ
た
様

子

で

し

た

が
、
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
れ
た

フ
ァ
ミ
リ
ー

の
方
と
お
互

平成３０年度サクラマスファミリー＆１年生

達
に
、
最
後
ま
で
大
き
な
声
で
応
援
の

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
サ
ッ
カ
ー
連
盟
の
方
々
や
田
丸

地
区
の
有
志
の
グ
ル
ー
プ
「
お
も
て
な

し
会
」
の
方
々
に
は
、
大
会
運
営
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、

二
日
間
の
大
会
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
先
生
方
や
選
手

達
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
各
地
か
ら
来
ら

れ
た
他
校
の
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

も
吉
賀
町
を
挙
げ
て
の
応
援
や
大
会
の

運
営
に
感
激
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
と
ご
協

力
の
も
と
で
、
熱
い
２
日
間
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
に
自
己
紹
介
し
た
後
は
、
す
ぐ
に
打
ち

解
け
て
、
連
絡
先
を
交
換
し
た
り
さ
っ
そ

く
交
流
の
日
を
決
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。

　

吉
賀
町
と
い
う
新
し
い
土
地
で
高
校
生

活
を
送
る
町
外
・
県
外
生
徒
に
と
っ
て
３

年
間
に
わ
た
っ
て
吉
賀
町
で
の
親
代
わ
り

と
な
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
で
す
。
今
後
は
年
間
に
２

回
の
全
体
で
集
ま
る
交
流
会
の
ほ
か
に
、

個
々
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
地
域
の
行
事

に
参
加
し
た
り
、
食
事
会
を
し
た
り
と
そ

れ
ぞ
れ
に
交
流
を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
交
流
を
通
し
て
、
吉
賀
町
の

人
の
温
か
さ
に
触
れ
な
が
ら
よ
り
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

吉
賀
高
校
支
援
室
で
は
、
来
年
度
の
サ

ク
ラ
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
随
時
、
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、

吉
賀
町
役
場
総
務
課
吉
賀
高
校
支
援
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

回
戦
を
戦
い
ま
し
た
。
高
校
総
体
が
吉
賀

町
で
行
わ
れ
る
の
は
初
め
て
と
あ
っ
て
、

特
に
地
元
吉
賀
高
校
が
試
合
を
す
る
時
間

に
は
、
１
５
０
人
近
い
地
元
の
皆
さ
ん
が
、

声
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

熱
い
応
援
を
背
に
、
吉
賀
高
校
は
、
出
雲

農
林
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
前
半
を
１

対
１
で
折
り
返
す
と
、
後
半
は
２
点
を
追

加
し
て
、
３
対
１
で
快
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
２
日
目
の
２
回
戦
は
、
松
江

南
高
校
を
相
手
に
善
戦
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
０
対
３
で
敗

れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た

り
、
た
く
さ
ん
の
学

校
関
係
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
、
選
手

　

26
日
に
は

吉
賀
高
校
の

試
合
を
含
め

て
３
試
合
が

行
わ
れ
、
遠

く
は
松
江
を

含
む
県
内
各

地

か

ら

５

チ
ー
ム
が
吉

賀
町
で
、
１

円陣を組んで試合に臨む

対出雲農林高校戦の様子

２日間応援ありがとうございました
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移住・定住支援

空き家に関する補助金制度について

　現在、企画課では空き家バンク制度を行っています。町内にある空き家をＵＩターンされた方や家を

探している方に紹介する制度です。空き家をお持ちの方の中に、人に貸したいけど“家財を処分できれ

ば貸せるのに・・・”“手を加えないと住めない状態なので貸せない・・・”と諦めている方はいらっしゃ

いませんか？そんなときに利用できる補助制度をご紹介します。

【空き家片付補助金】※同一物件一回限り

≪移住イベント情報≫

　「オールしまね」をスローガンに県内の自治体が相談窓口を構

え、皆様のお越しをお待ちしております。

　関東地区にお住まいで移住を考えておられるご家族、お知り合

いの方がいらっしゃいましたら是非お知らせください！

しまねＵＩターン相談会 in 東京

日時：７月２２日（日）１１：００～１６：００

場所：東京交通会館３階　グリーンルーム

　家屋に残っている家具、電化製品、食器類などを処分する際の費用に対する補助金です。

　上限を１０万円とし、超えた場合は所有者の負担となります。（片付け後の家屋は、原則と

【空き家改修補助金】※同一物件一回限り

　空き家のうち居住の用に供する家屋又はその一部について、機能向上のために行う修繕、模

様替え又は設備の改善工事費（３０万円以上）の一部に対する補助金で、空き家所有者もしく

は利用者が利用できます。

①所有者が改修する場合・・・交付率２分の１以内、５０万円まで

（空き家所有者が交付の対象の場合、原則として１０年以上貸借・売買用として空き家情報バ

ンク制度に登録することや三親等以内には貸すことが出来ません）

②利用者が改修する場合・・・交付率３分の２以内、１００万円まで

※ただし、利用者本人及びその配偶者のいずれもが満４０歳未満の方か１８歳以下の子を養育

する方が改修する場合は交付率４分の３以内、１５０万円まで補助されます。

（空き家利用者が交付の対象の場合、原則として５年以上改修後の家屋に居住することが条件

となります）

さい。

　また、企画課では定期的に空

き家の調査を実施しています。

空き家バンクへの登録のお願い

など、今後も地域の皆様にお声

を掛けさせていただくことがあ

るかと思います。その際はどう

ぞよろしくお願いいたします。

　このような補助金制度をご利用いただくことで「吉賀町に住みたいけど家が無い」という方が一

人でも少なくなればと思っています。そして、空き家に人が住むことで防犯の面や集落の活性化に

も役立つのではないでしょうか。空き家をお持ちの方がいらっしゃいましたらお気軽にご相談くだ

して５ 年以上貸借・

売買用として空き家

情報バンク制度に登

録することが条件と

なります）

片付け前の宅内状況 片付け後の宅内状況



　
　

吉賀町立図書館
 [ ７月のみたい号巡回日 ]
柿木小学校３・１７日蔵木小学校４・１８日
七日市小学校６・１９日朝倉小学校５・１９日　
六日市小学校１０日
＊都合により日程変更の場合があります。
[休館日 ]
毎月曜日と祝日
7月 25 日（水）は図書整理のため休館です
［図書返却箱の設置場所について］
柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。
開館時間　９：００～１７：００　
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

 

新
暦
と
同
様
、
旧
暦
で
も
七
月
は
七
夕
の
月

で
す
。
旧
暦
七
月
の
こ
と
を
「
文
月
」
と
呼
ぶ

の
は
七
夕
行
事
に
ち
な
み
、
短
冊
に
詩
歌
な
ど

の
文
を
書
き
、
書
道
の
上
達
を
祈
っ
た
こ
と
に

由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
稲
穂
が

大
き
く
育
つ
頃
な
の
で
「
含
月
」
が
「
ふ
み
つ
き
」

に
転
じ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

笹
竹
に
願
い
を
書
い
た
短
冊
を
飾
る
風
習
七

夕
。
短
冊
は
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、
赤
・
青
・
黄
・

お
い
し
～
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
し
づ
ち
ひ
ろ

パ
ン
ダ
銭
湯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ　

ｔ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ

０
～
６
才
：
病
気
と
ホ
ー
ム
ケ
ア　
　

主
婦
の
友
社

ほ
ら
・
ほ
ら
・
あ
れ　
　
　
　
　
　
　

大
友
英
一
監
修

き
の
う
の
影
踏
み　
　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

き
み
は
い
い
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
脇
初
枝

宙
返
り　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
健
三
郎

悪
の
教
典　

上
・
下　
　
　
　
　
　
　

貴
志
悠
介

仕
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
元
気

男
の
粋
な
生
き
方　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
慎
太
郎

＊
７
月
３
日
県
立
図
書
館
の
本
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。
図
書
室
に
来
て

す
て
き
な
本
と
出
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　《図書館利用状況５月》

　●貸出総数　３，９４０冊

　●貸出人数　　 ５１２人

　●来館者数　　 ６５８人

《ベスト・リーダー！５月》　

　　書　　　名　　　　　著　　者　　　

「私はあなたの記憶のなかに」

　　　　　　　　　　　　角田　光代　著

「羊と鋼の森」　　　　　　

　　　　　　　　　　　　宮下　奈都　著

「あいまいな生活」

　　　　　　　　　　　　深沢　潮　　著

「かがみの孤城」

　　　　　　　　　　　　辻村　深月　著

「絶望の歌を唄え」

　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一　著

【
親
子
読
書
の
読
み
聞
か
せ
の
会
】

　

０
歳
・
１
歳
の
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
ご
家
庭
に
呼
び
か
け
、
親
子
読
書
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
方
か
ら
絵
本
の
も
つ
魅
力
を

お
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

８
家
族
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
庵
野
さ
ゆ

り
（
下
須
）
さ
ん
の
紹
介
す
る
絵
本
や
親

子
読
書
の
大
切
さ
の
お
話
に
耳
を
傾
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
図
書
館
に
は
、
幼
い
お

子
様
と
一
緒
に
読
書
を
楽
し
む
「
お
は
な

し
の
部
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
読
む
絵
本
や
吉
賀
町

が
実
施
し
て
い
る
バ
ー
ス
デ
ー
ブ
ッ
ク
の

本
が
並
ん
で
い
ま
す
。
ど
ん
な
本
を
選
ん

だ
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
大

人
の
方
に
、
ぜ
ひ
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。

本
を
通
し
て
、
人
か
ら
人
へ
の
温
も
り
が

伝
わ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
コ
ド
モ
エ
」
や
「
す
く
す
く

子
育
て
」
な
ど
の
子
育
て
関
係
、
「
エ
ッ

図書館だより

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79
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セ
」
な
ど
の
楽
し
む

雑
誌
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
、
図
書

館
に
来
て
み
て
く
だ

さ
い
。

[ 図書寄贈の御礼 ]

宗正美海様（注連川）

ありがとうございました。

（お知らせ）

島根県立図書館の本が入れ替わ

りました。本がたくさんありま

すので、どうぞご覧ください。

白
・
黒
（
紫
）
の
五
色
で
陰
陽
五
行
に
由
来
す
る
。
機
織
り
の
名
手
だ
っ

た
織
姫
に
あ
や
か
っ
て
、
技
芸
の
上
達
を
願
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ
し

か
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
託
す
よ
う
に
な
っ
た
。
七
夕
の
翌
日
に
災
厄
を

か
ね
て
川
や
海
に
流
す
風
習
が
あ
る
。

（
参
考
：
和
ご
よ
み
と
四
季
の
く
ら
し
・
五
感
で
楽
し
む
季
節
の
事
典
）
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吉
賀
町
有
機
茶
ブ
ラ
ン
化
推
進
協
議
会

　

こ
ど
も
の
日
の
５
月
５
日
、
32
名
の
参

加
者
を
得
て
、
吉
賀
町
白
谷
地
区
に
あ
る

茶
園
で
、
お
茶
摘
み
と
釜
炒
り
緑
茶
づ
く

り
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
を
含
む
家
族
で
の
ご
参
加
も
多

く
、
緑
一
面
の
茶
園
に
色
鮮
や
か
な
服
を

着
た
子
供
た
ち
が
走
り
回
る
様
は
絵
本
の

よ
う
で
し
た
。

　

吉
賀
町
に
は
町
の
あ
ち
こ
ち
に
お
茶
の

樹
が
あ
り
、
町
で
は
、
こ
の
季
節
に
な
る

と
、
家
の
裏
で
新
芽
を
摘
ん
で
は
大
鍋
で

釜
入
り
を
し
、
筵
で
揉
ん
で
天
日
で
乾
か

す
と
い
う
お
茶
文
化
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
釜
炒
り
茶
は
市
販
の
蒸
製
の
緑
茶
よ

り
保
存
が
き
き
ま
す
し
、
熟
成
し
て
長
く

美
味
し
さ
が
楽
し
め
る
お
茶
で
す
。
熱
湯

く
の
他
の
地

域
で
も
こ
の

方
法
で
各
家

庭
が
自
分
の

お
茶
を
作
る

と
い
う
こ
と

を
し
て
い
ま

し
た
。

思
い
ま
す
。

　

今
回
は
大
鍋
に
生
葉
を
放
り
込
み
軍
手

を
は
め
た
手
で
葉
を
つ
か
む
よ
う
に
炒
っ

て
い
く
と
い
う
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
釜
で
炒
る
こ
と
の
目
的
は
「
殺さ

っ
せ
い青

」
。

お
茶
の
葉
に
含
ま
れ
る
酸
化
酵
素
を
熱
で

失
活
さ
せ
て
、
酸
化
を
止
め
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
茶
の
緑
が
留
ま
り

「
緑
茶
」
に
仕
上
が
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

葉
全
体
に
ま
ん
べ
ん
な
く
熱
が
加
わ
る
こ

と
が
肝
心
と
な
り
ま
す
。
い
つ
も
釜
炒
り

を
や
っ
て
い
る
と
い
う
参
加
者
の
方
か
ら

も
、
「
い
つ
も
は
枝
を
使
っ
て
炒
っ
て
い

た
の
で
焦
げ
る
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

手
で
じ
か
に
炒
る
の
は
緑
が
よ
り
残
っ
て

い
い
ね
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
き
、
地

元
の
方
に
も
ち
ょ
っ
と
良
い
ヒ
ン
ト
が

あ
っ
た
よ
う
で
う
れ
し
い
で
す
。

　

次
は
、
紅
茶
づ
く
り
の
集
い
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
発
酵
に
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か

お
茶
摘
み
と
釜
炒
り
緑
茶
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
開
催

で
淹
れ
て
も

苦
渋
く
な
る

こ
と
も
な
く

日
常
の
お
茶

と
し
て
と
て

も
素
晴
ら
し

い

製

法

で

す
。
昔
は
多

　

で
も
、
今
は
、
簡
単
に
安
く
お
茶
を
買

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
釜
炒
り

茶
の
文
化
は
急
速
に
絶
え
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
吉
賀
町
で
は
、
ま

だ
ま
だ
自
分
の
お
茶
は
自
分
で
作
る
と
い

う
素
敵
な
習
慣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

文
化
が
絶
え
る
こ
と
な
く
今
後
も
継
承
さ

れ
る
よ
う
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

い
つ
も
お
茶
を
作
っ
て
い
る
よ
と
い
う

方
に
は
、
普
通
に
や
っ
て
き
た
こ
と
が
価

値
の
あ
る
事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
し
、
釜
炒
り

の
経
験
の
な

い
方
々
に
は

町
に
古
く
か

ら
あ
る
茶
文

化
に
な
じ
ん

で
い
た
だ
け

る
良
い
機
会

と
な
っ
た
と

か

り

ま

す

が
、
い
つ
も

の
茶
の
葉
で

お
い
し
い
紅

茶
が
で
き
る

喜
び
を
お
伝

え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

お茶摘みの様子

筵で茶葉を揉み天日で乾燥させる 軍手で直に茶葉を掴み炒る

茶葉の天ぷらを堪能する参加者
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できごと・話題

テ
ニ
ス
・
島
根
県
大
会　

２
連
覇

　

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
島
根

県
大
会
が
５
月
５
～
６
日
松
江
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
の
加

藤
那
菜
さ
ん
（
七
日
市
小
６
年
）
は
、
12

歳
以
下
の
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
両
方

と
も
優
勝
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
昨
年

に
つ
づ
き
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
連
覇
で

す
。
中
国
大
会
は
７
月
17
日
か
ら
備
前
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
、
中
国
ラ

ン
キ
ン
グ
上
位
で
県
大
会
免
除
さ
れ
中
国

大
会
か
ら
出
場
す
る
岩
本
晋
之
介
く
ん
、

河
内
優
和
く
ん
共
々
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
・
全
国
大
会　

報
告　

　

全
国
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
が

５
月
17
日
か
ら
千
葉
県
柏
市
の
吉
田
記
念

テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
岩
本
晋

之
介
く
ん
（
吉
賀
町
テ
ニ
ス
連
盟
・
六
日

市
中
３
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
２
日
前

テ
ニ
ス　

単
複
優
勝　

２
連
覇

　

全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権
島
根
県
大

会
が
５
月
12
～
13
日
松
江
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
六
日
市
中
学
３
年
の
岩
本
晋
之

介
く
ん
と
河
内
優
和
く
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
岩
本
く
ん
が
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、
３

位
に
河
内
く
ん
。
そ
し
て
岩
本
く
ん
と
河

内
く
ん
の
ダ
ブ
ル
ス
も
優
勝
し
ま
し
た
。

単
複
昨
年
に
つ
づ
き
２
連
覇
し
ま
し
た
。

中
国
大
会
は
７
月
14
日
か
ら
広
島
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
全
中
は
全
国
大
会

も
広
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
全
国
優
勝

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か
ら
大
会
会
場
に
入
り
準
備
万
端
で
初
戦

に
望
み
ま
し
た
。
１
回
戦
の
相
手
は
千
葉

県
１
位
の
選
手
、
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
し

た
が
セ
ッ
ト
の
後
半
を
上
手
く
戦
い
、
６

-

４
、
６-

４
で
勝
利
し
ま
し
た
。
２
回
戦

は
日
本
代
表
選
手
が
相
手
で
、
こ
れ
に

勝
っ
て
ベ
ス
ト
８
、
自
信
は
あ
り
ま
し
た
。

松
岡
修
造
さ
ん
な
ど
日
本
テ
ニ
ス
協
会
の

幹
部
が
見
て
い
る
中
、
互
角
の
戦
い
で
し

た
。
第
１
セ
ッ
ト
を
落
し
、
第
２
セ
ッ
ト

を
ダ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
奪
い
、
第
３
セ
ッ
ト

に
入
り
ま
し
た
。
３
時
間
に
及
ぶ
戦
い
は
、

３-

６
、
７-

６
、
３-

６
で
敗
れ
ま
し
た
。

第
３
セ
ッ
ト
あ
そ
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ

て
い
れ
ば
、
と
悔
し
さ
が
残
る
試
合
で
し

た
。
ま
た
次
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
23
回
高
野
山
旗
全
国
学
童
軟
式

野
球
大
会
へ
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
!!

　

七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
部
が
、

高
円
宮
杯
学
童
軟
式
野
球
大
会
島
根
県
大

会
に
お
い
て
「
５
位
」
と
な
り
、
７
月
27

日
～
31
日
に
和
歌
山
県
高
野
町
に
お
い
て

全
国
57
チ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る
『
第
23
回

高
野
山
旗 
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会
』

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
七
日
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野

球
部
は
、
六
日
市
小
、
朝
倉
小
、
七
日
市

小
、
柿
木
小
の
４
校
の
小
学
校
か
ら
集
ま

る
選
手
19
名
で
本
大
会
に
望
み
、
浜
田
・

益
田
・
鹿
足
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
を
２
位
で
勝

ち
上
が
り
、
８
チ
ー
ム
に
よ
る
島
根
県
大

会
の
初
戦
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
敗
退
し

た
も
の
の
、
大
会
規
定
に
よ
り
５
位
と
な

り
高
野
山
旗
全
国
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

県
大
会
よ
り
上
位
の
大
会
へ
の
出
場

は
、
14
年
前
の
西
日
本
学
童
軟
式
野
球
大

会
（
大
阪
府
大
阪
市
）
へ
の
出
場
以
来
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
ま
で
約

１
ヶ
月
と
な
り
、
好
成
績
を
残
せ
る
よ
う

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
保
護
者
が
一
丸
と
な

り
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
の
で
ご
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

２連覇を達成した加藤選手

悔しさが残る大会となった ダブルスで優勝した岩本選手・河内選手

全国大会が決まった七日市スポーツ少年団野球部
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できごと・話題

『
紫
逅
倶
楽
部
』
青
少
年
育
成

　
　
　
　

島
根
県
民
会
議
に
て
表
彰
!!

　

５
月
10
日
（
木
）
、
松
江
市
で
開
催
さ

れ
た
青
少
年
育
成
島
根
県
民
会
議
総
会
に

お
い
て
、
紫
逅
倶
楽
部
が
青
少
年
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
部
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

紫
逅
倶
楽
部
の
日
ご
ろ
の
取
組
が
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た
青
少
年
の
育
成
や
、

奉
仕
活
動
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
活

動
で
あ
る
と
考
え
、
吉
賀
町
青
少
年
健
全

育
成
推
進
協
議
会
が
県
に
対
し
推
薦
を
し

た
結
果
、
取
組
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

紫
逅
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
分
た

ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
の
下
に
、
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

慕
わ
れ
る
存
在
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
当

時
は
保
育
園
の
年
中
さ
ん
や
年
長
さ
ん

よ
う
な
姿
を
子
ど
も
た
ち
が
目
に
す
る
と

い
う
こ
と
が
、
多
種
多
様
な
言
葉
で
伝
え

る
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
と

い
う
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
教
育
委
員
会
の
取
組
み
の
一
つ
、

サ
ク
ラ
マ
ス
デ
ー
（
親
子
体
験
教
室
）
に

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
（
吉
賀
町
版
逃

走
中
の
ハ
ン
タ
ー
役
）
や
、
吉
賀
町
文
化

事
業
実
行
委
員
会
と
吉
賀
野
外
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
が
共
催
し
た
、

初
と
な
る
文
化
事
業
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ 

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ａ
」
に
も
、
飲
食
ブ
ー
ス
を
出

店
し
事
業
の
盛
り
上
げ
に
協
力
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

紫
逅
倶
楽
部
は
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と

し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
奉
仕
活
動
・
事
業
へ
の

参
加
な
ど
幅
広
く
活
動
を
行
い
、
健
全
な

青
少
年
の
育
成
に
寄
与
し
て
お
ら
れ
る
団

体
で
す
。

『
紫
逅
倶
楽
部
』
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　

県
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
開
幕
戦

　

５
月
13
日
（
日
）
、
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

よ
し
か
み
ら
い
で
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
島
根

県
リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
、
地
元
社
会
人

チ
ー
ム
紫
逅
倶
楽
部
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
迎
え
、
雨
の
中

キ
ッ
ク
オ
フ
さ
れ
た
試
合
は
、
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
き
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
底

力
を
見
せ
、
結
果
３
‐
１
で
見
事
勝
利
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
ホ
ー
ム
２
戦
目
（
６

月
３
日
）
は
１
部
首
位
の
松
江
Ｓ
Ｃ
を
迎

え
た
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
気
温
30
度
を

超
す
中
、
選
手
は
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
、
戦
い
抜
き
ま
し
た
。
粘
り
強
く
守
り

抜
い
た
結
果
、
０
‐
０
で
勝
ち
点
１
を
積

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

　

５
月
13
日
（
日
）
、
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

よ
し
か
み
ら
い
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

ア
カ
デ
ミ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、
鹿
足
郡
内
の

小
学
生
約
30
名
が
集
合
し
、
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
コ
ー
チ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　

低
学
年
は
マ
ー
ク
を
振
り
切
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
高
学
年
に
は
シ
ュ
ー
ト
や
対
人

形
式
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
汗
を
流
し

み
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　

い
つ
も
暖

か
い
ご
声
援

を
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

だ
っ
た
子
が
、

今
は
小
学
生
に

な
っ
て
い
る
子

も
お
り
、
町
で

会
う
と
「
コ
ー

チ
」
と
い
う
声

と
共
に
、
笑
顔

で
集
ま
っ
て
き

ま
す
。

　

ま
た
、
小
学

校
の
サ
ッ
カ
ー

ゴ

ー

ル

の

整

備
、
除
草
作
業

や
溝
掃
除
な
ど

の
環
境
整
備
も

行
う
な
ど
、
学

校
か
ら
も
非
常

に
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の

ま
し
た
。

県リーグを戦う紫逅倶楽部のメンバー

奉仕作業や環境整備も精力的に活動するメンバー

園児対象『チェルボＦＣ』毎週金曜日開催
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できごと・話題

　

《
寄
稿
》

　

長
瀬
小
学
校
で

大
場　

博
明

　

こ
れ
か
ら
大
水
が
出
る
時
季
に
な
る

　

校
庭
の
ド
真
ン
中
に
出
て
、
ぐ
る
ぐ
る

回
り
し
て
遊
ぶ
、
目
が
回
っ
て
ど
こ
に
こ

け
る
か
分
か
ら
な
い
の
が
面
白
い
、
中
心

か
ら
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
、
と
思
っ
て
や
っ

て
み
て
も
ぶ
れ
る
、
こ
け
る
の
を
自
分
で

止
め
ら
れ
な
い
か
ら
危
な
い
、
安
全
な
所

で
回
わ
る
、
祖
母
が
「
大
水
ゥ
見
に
覗
く

な
ィ
、
ほ
ろ
け
る
け
ェ
」
と
言
う
、「
エ
エ
、

お
ば
あ
さ
ん
が
何
回
も
言
う
が
せ
や
ァ

無
ァ
、
ほ
ろ
け
ん
よ
う
に
す
る
」
と
思
う
、

沖
の
川
が
大
水
に
成
っ
た
、
黒
濁
り
の
水

が
ま
く
れ
上
っ
た
時
に
見
え
る
、
校
庭
続

き
の
道
路
か
ら
は
下
の
川
が
丸
見
え
に
成

る
、
ま
く
れ
上
っ
た
水
は
渦
に
成
る
、
渦

は
そ
の
形
で
流
れ
て
い
く
、
川
の
上
に
来

て
音
を
聞
く
と
心
臓
が
高
く
打
つ
、
普
段

の
川
の
段
差
や
、
落
ち
込
む
所
の
泡
立
ち

は
波
の
下
に
な
る
、
瀬
の
岩
も
流
れ
を
妨

げ
な
い
、
流
れ
は
大
波
に
成
っ
て
、
高
く

低
く
う
ね
り
な
が
ら
、
一
様
に
下
へ
続
く
、

そ
れ
は
日
頃
の
、
手
を
浸
し
た
り
洗
っ
た

り
し
て
小
さ
く
分
け
ら
れ
る
水
で
は
な

い
、
違
っ
た
一
固
ま
り
の
、
力
を
丸
出
し

に
し
て
う
ね
る
物
で
あ
る
、
こ
れ
ま
で
に

文
芸
コ
ー
ナ
ー

見
た
事
が
無
い
大
き
な
物
に
、
恐
れ
憧
れ

が
湧
く
。

　

放
課
後
の
帰
り
掛
け
に
、
校
庭
と
道
路

に
境
界
が
無
い
ギ
シ
（
石
垣
）
の
頭
を
歩

く
、
足
元
か
ら
真
下
を
見
る
、
川
中
の
大

岩
に
突
き
当
た
っ
た
水
は
ギ
シ
の
根
を
逆

流
し
て
、
上
か
ら
本
流
へ
取
り
込
ま
れ
る
、

ど
れ
く
ら
い
歩
い
た
か
覚
え
が
無
い
、
こ

け
る
事
に
気
付
く
間
も
無
く
「
だ
ば
」
と

落
ち
た
、
頭
か
ら
水
に
突
っ
込
ん
だ
音
を

聞
い
て
、
「
ほ
ろ
け
た
」
と
思
っ
た
、
顔

を
早
く
上
げ
て
水
を
振
り
払
う
、
体
の
ど

こ
も
打
っ
て
い
な
い
、
本
は
ど
こ
へ
行
っ

た
、
見
回
す
と
本
の
ふ
ろ
し
き
包
み
が
目

線
よ
り
高
く
浮
い
て
、
揺
れ
な
が
ら
本
流

へ
向
っ
て
い
る
、
ち
ょ
っ
と
泳
い
で
そ
い

つ
を
摑
ん
で
引
き
返
す
、
し
か
し
思
う
よ

う
に
行
か
な
い
、
前
に
進
ま
な
い
、
死
に

そ
う
に
な
っ
て
泳
い
だ
「
自
分
は
今
死
に

よ
る
ん
だ
」
、
背
中
が
寒
い
、
何
か
取
り

付
い
て
い
る
、
ギ
シ
ま
で
な
か
な
か
行
け

な
か
っ
た
、
手
が
届
い
て
石
の
角
に
指
を

掛
け
る
、
足
を
下
ろ
し
て
み
る
と
先
が
付

く
、
ギ
シ
に
倚
り
か
か
っ
て
上
へ
、
い
つ

も
の
石
段
ま
で
行
っ
た
、
大
水
を
見
て
い

る
と
目
が
回
る
事
を
、
祖
母
は
良
く
説
明

し
な
か
っ
た
、
視
野
に
広
く
動
く
物
を
見

る
と
目
眩
が
起
き
る
、
大
水
を
見
る
な
ら

こ
け
て
も
水
に
転
げ
込
ま
な
い
所
で
。

立
地
計
画
認
定
書
交
付
及
び
調
印
式

　

平
成
30
年
５
月
８
日
（
火
）
島
根
県
庁

で
、
溝み

ぞ
ぐ
ち口

善ぜ

ん

べ

い

兵
衛
島
根
県
知
事
よ
り
、
株

式
会
社
ロ
デ
ィ
ッ
ク
正ま

さ
き木

和か
ず
お男

取
締
役
社

長
へ
立
地
計
画
認
定
書
が
交
付
さ
れ
、
併

せ
て
、
株
式
会
社
ロ
デ
ィ
ッ
ク
、
島
根
県
、

吉
賀
町
の
３
者
で
事
業
所
等
の
立
地
に
関

す
る
覚
書
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

を
増
強
。

　

新
た
に
加
工
・
検
査
ラ
イ
ン
を
増
や
し
、

検
査
品
目
を
１
０
０
品
目
以
上
と
し
、
操

業
後
３
年
間
で
10
名
の
常
用
従
業
員
の
新

規
雇
用
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

岩
本
一
巳
町
長
は
、
「
町
内
で
多
く
の

雇
用
を
生
ん
で
お
り
、
町
に
と
っ
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
企
業
。
町
と
し
て
も
雇
用

の
確
保
に
向
け
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
木
和
男
社
長
は
、
「
若
い
人

が
安
心
し
て
地
元
で
働
け
る
一
翼
を
担

い
、
町
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ロ

デ
ィ
ッ
ク
は
、
平

成
18
年
に
創
業
を

開
始
し
、
平
成
25

年
に
広
石
工
場
を

建
設
。
マ
ツ
ダ
車

等
の
ブ
レ
ー
キ
及

び
足
回
り
な
ど
の

鋳
物
部
品
約
20
品
目
を
加
工
・
検
査
し
て

お
り
、
町
内
の
雇
用
拡
大
な
ど
地
域
経
済

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
企
業
で
す
。

　

今
回
の
同
社
の
増
設
計
画
で
は
、
国
内

外
の
自
動
車
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
自
動

車
部
分
品
の
製
造

加
工
・
検
査
の
受

注
量
の
増
加
を

背
景
に
、
約
５
，

７
０
０
万
円
を
投

じ
、
工
場
の
新
設

及
び
生
産
設
備
等

調印式の様子増設された工程で加工検査される部品

溝口島根県知事（左）、正木和男取締役社長（中央）、岩本町長（右）
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《
短
歌
》

植
え
終
え
た
田
の
面
に
映
る
有
明
の

　
　

月
を
壊
し
て
蛙
と
び
交
う　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

又
一
人
親
友
逝
き
て
雨
が
降
り

　
　

此
の
世
の
な
が
れ
心
に
し
み
て　
　
　

川
口　

敦
子

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

梅
の
実
の
日
々
に
太
れ
り
谷
の
風　
　
　
　

大
場　

博
明

青
葉
し
ず
く
地
蔵
供
養
の
寺
苑
か
な　
　
　

河
野　

由
希

大
根
島
ぼ
た
ん
幾
百
浮
く
池
や　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

長
年
の
渋
の
筵
や
茶
揉
み
の
夜　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

作
業
車
に
描
か
れ
キ
リ
ン
夏
空
へ　
　
　
　

茅
原　

久
子

卆
寿
婆
無
花
果
の
苗
求
め
け
り　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

春
装
で
子
ら
を
待
つ
朝
職
員
室　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

沼
の
辺
に
夕
べ
の
い
ろ
や
藤
の
花　
　
　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
５
月
届
出
）

　
　

内
村　

正
登　
　

さ
ん　

83
歳　
　

沢
田

　
　

齋
藤　

佳
子　
　

さ
ん　

87
歳　
　

七
日
市

　
　

山
本　

シ
ヅ
子　

さ
ん　

92
歳　
　

六
日
市

　
　

宇
都
宮　

忠
正　

さ
ん　

85
歳　
　

下
須

　
　

岩
﨑　

經
雄　
　

さ
ん　

86
歳　
　

立
河
内

　
　

齋
藤　

文
宏　
　

さ
ん　

85
歳　
　

朝
倉

　
　

小
田　

ト
ヨ
ノ　

さ
ん　

76
歳　
　

九
郎
原

　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

核
隠
し
融
和
ム
ー
ド
が
先
行
し　
　
　
　
　

村
上　

毅

人
生
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
二
人
連
れ　
　
　

堀　

米
喜

引
き
揚
げ
の
三
江
線
路
に
さ
く
ら
吠
く　
　

中
田　

隆
基

塩
蒔
い
て
土
俵
は
せ
ま
し
勝
ち
よ
ど
ち　
　

長
藤　

忠
夫

名
言
に
ま
か
ぬ
種
は
は
え
ぬ
と
す　
　
　
　

大
庭　

寛

久
し
振
り
蒔
い
た
種
に
春
雨
か　
　
　
　
　

田
村　

民
子

ま
か
ぬ
種
蒔
く
か
ら
生
え
る
何
事
も　
　
　

岩
上　

武
史

播
か
ん
の
に
カ
ボ
チ
ャ
の
芽
が
出
つ
る
伸
ば
す　

増
田
牟
奈
子

播
き
餌
し
て
何
を
釣
ろ
う
か
時
は
春　
　
　

大
場　

博
明

種
ま
き
は
夫(

つ
ま)

は
蒔
い
た
が
良
く
生
え
る　

安
永　

藤
子

播
く
予
定
買
っ
た
種
は
何
処
行
っ
た　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

蒔
か
ぬ
の
に
い
ろ
い
ろ
出
ま
す
雑
草
た
ち　

大
庭　

和
子

誰
が
撒
く
大
気
中
の
Ｐ
Ｍ
二
・
五　
　
　
　

 

水
上　

健
二

ネ
ッ
ト
上
播
か
れ
た
ネ
タ
は
も
う
消
せ
ぬ　

澤　

三
智
代

節
分
時
豆
を
ま
か
ず
に
チ
ョ
コ
を
ま
く　
　

皆
田　

卓
宣

種
蒔
き
で
性
格
わ
か
る
よ
几
帳
面　
　
　
　

折
口　

篤
志

補
助
金
の
バ
ラ
ま
い
た
種
い
つ
刈
る
の　
　

山
吹　

薫

種
蒔
い
て
生
え
て
く
る
の
は
草
ば
か
り　
　

折
口　

沙
羅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
５
月
届
出
）

　
　

杉
山　

由
茉
（
ゆ
ま
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

豊
・
麻
彩
子
さ
ん
の
子　
　

立
河
内

　
　

松
前　

百
花
（
も
も
か
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

泰
信
・
翔
子
さ
ん
の
子　
　

注
連
川

　
　

石
川　

佳
歩
（
か
ほ
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

匡
哉
・
靖
子
さ
ん
の
子　
　

木
部
谷

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
６
月
号
№
１
５
２
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
17
頁　

ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば　

川
柳

　

誤
：
大
庭　

博
明

　

正
：
大
場　

博
明
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING　

8：00 
吉賀町議会6月定例
会【初日午前】 
12：00 
●ニュースサン
　ネット総集編 　 
　6月放送分 

8：00 
吉賀町議会6月定例
会【初日午後】 
12：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  6月号 
12：30 
●出雲のほそ道 
 　6月号

8：00 
吉賀町議会6月定例
会【２日目午前】 
12：00 
●LOOKING FOR 
　アクアス  6月号 
12：30 
●釣り天国！石
　見 6月号

6：00
●教えて！よこや
　さん  第4回 
6：30 
●土砂災害から
　身を守るため
　に

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 6月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

8 9 10 11 12 13 14
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

8：00 
津和野町議会6月定
例会【初日午前】 
12：00 
●隠岐★ドキ！　
　あま チャンネル 
　vol.28 
12：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第3話

8：00 
津和野町議会6月定
例会【初日午後】 
12：00 
●グラントワチャ 
　ンネル  7月号 
12：30 
●さんべ発サヒメル
　navi  6月号

8：00 
津和野町議会6月定
例会【2日目午前】 
12：00 
●島根大学広報番　
　組「しまだいへ行
　こう！」第３回 
12：30 
●うらうらとゆく
　第33回

8：00 
津和野町議会6月定
例会【2日目午後】 
12：00
●歴博NEWS  7月号 
12：30 
●災害に強いまち
　づくり

6：00
●あなたもこれ
　から山ガール

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

15 16 17 18 19 20 21
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●津和野高校文
　化部合同公演
　「JAM16th」

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  6月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　6月号

6：00
●LOOKING FOR 
　アクアス  6月号 

6：30 
●釣り天国！石
　見 6月号

6：00
●教えて！よこや
　さん  第4回 
6：30 
●土砂災害から
　身を守るため
　に

6：00
●CATV情報ネッ
　トしまね 7月号

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

22 23 24 25 26 27 28
6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●隠岐★ドキ！
　あま チャンネ
　ル vol.28 
6：30 
●キュッとたまこ
　ろ 第3話

6：00
●グラントワチャ 
　ンネル  7月号 
6：30 
●さんべ発サヒ　
　メルnavi  6月号

6：00
●島根大学広報番
　組「しまだいへ
　行こう！」
　第3回
6：30 
●うらうらとゆく
　第33回

6：00
●歴博NEWS   
　7月号 
6：30 
●災害に強いま
　ちづくり

6：00
●あなたもこれ
　から山ガール 

8：50～16：00 
　第72回 島根県
　中学校優勝野
　球大会【生中継】

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

29 30 31 まちかどメッセージ募集中！ セキュリティ対策のお願い

6 ：00 
●ニュースサン
　ネット 
6 ：30 
●THE MAKING

6：00
●津和野高校文
　化部合同公演
　「JAM16th」
 

6：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  7月号 
6：30 
●出雲のほそ道 
 　7月号

サンネットにちはらでは、鹿足郡内の
四季折々の風景を番組が放送されてい
ない時間帯にデータ放送とともにお送
りしています。
　みなさんのお住まいの地域で放送し
てほしい景色・風景などありましたら
ぜひサンネットにちはらまでお寄せく
ださい。

近年、インターネットを介したコン
ピューターウイルスによる個人情報の
漏えいや金銭的被害が全国的に増えて
います。
　お使いのPC、スマートフォンなど
のOSやウイルス対策ソフトウェアを
最新の状態にしてお使いいただき、セ
キュリティ対策をしてください。
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番組のお知らせ ケーブルセンター窓口受付時間

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016
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2018 サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送        …再放送　　…特別番組 
　 …ニュースサンネットは隔時間字幕表示放送　※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

再 特

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

777 字

第 72 回島根県中学校優勝野球大会、準決勝 2 試合と決勝戦の模様を雲南市加茂中央
公園野球場から生中継でお送りします。【島根県ケーブルテレビ協議会共同制作】

第72回 島根県中学校優勝野球大会【生中継】

【放送日時：7 月 27 日　8：50 ～ 16：00】


